
第２学年 算数科学習指導案
平成１６年 １０月 ５日（火） 第２校時

２年２組（男子１３名，女子１４名，計２７名） 
指導者 大道孝子

１ 単元名 あたらしい計算をかんがえよう

２ 単元について

⑴ 児童の実態

子供たちは，これまでに「１０を６個集めたかずは，６０である。」といった数の理

解と関連づけて，ひとまとまりの数からものの総数を求める具体的な活動を通して乗法

の素地的な経験をしてきている。

レディネステストでは，既習内容である５ずつまとめ，それがいくつ分あるかを求め

る問題や，１０とび，２とび，５とびの数系列の問題は全員できていた。また，未習内

容である乗法を立式して答えを求める問題や，５×４を求める問題はほとんどの子供た

ちができていたが，乗法の意味については，理解していない子供たちが多くまた，計算

の速さにも差が大きい。自力解決では，既習事項（～の～つ分・まとまりの数の分だけ

累加する）をどう活用したらよいか分からず，支援の必要な子供もいる。

学び合いについては，一人学び，全体での学び合いを実践している。その中で相手の

考えと自分の考えと同じところ，違うところはどこか比べたり，考えを深めたり，解決

へつなげたりできるようになってきている。

⑵ 単元のあらまし

本単元では，1 つ分の大きさが決まっているとき，そのいくつ分かにあたる大きさを

求める計算をかけ算として理解し，それを用いることができるようにする。

第 1 小単元では，乗法の意味を理解させるために，ひとまとまりとしてとらえた数

量つまり単位とする大きさを明確にし，それがいくつ分あるかをとらえさせ，「ａの n
つ分がｍ」であることをａ×ｎ＝ｍと書き，「ａかけるｎはｍ」ということを知らせる。

また，乗法の答えは被乗数の数だけ累加して求めることを理解していく。

第 2 小単元では，第１小単元で学習した乗法の意味や積の求め方の理解についての

反復的な指導を行い，その理解をいっそう深めながら，５の段の九九，２の段の九九を

構成することに重点をおく。

第３小単元では，３の段と４の段の九九を取り上げる。また，ここで「かける数」

「かけられる数」の用語の意味を具体的な事実と関連づけて理解させる。

次単元では，６，７，８，９，１の段の九九を扱い，九九の見方や構成をおさえてい

く。また，九九表から被乗数，乗数，積の規則性や乗法の交換法則の九九のきまりや性

質をとらえ，乗法の意味と九九についての習熟をはかる。そして，第 3 学年では，０

の乗法計算や 10 の段のかけ算の学習へと発展していく。

⑶ 指導にあたって

乗法の意味について理解し，それを用いることができるようにするために，ここでは，

具体物やおはじき等の半具体物を用いて，どの数量を「１つ分の大きさ」とするのか，

その数量が「いくつ分」あるのか，「全体の数量」はどれだけにあたるのかを 明確に

とらえさせ，その意味を十分に理解させたうえで，乗法の式に表していきたい。

乗法の式を表す場面では，式をおはじきなどの半具体物に置き換えて並べる活動やこ

とばによる表現と対応させながら，一人一人に確実に理解させていきたい。

九九の構成については，アレイ図などの具体的な操作と結びつけて乗法の意味をおさえ

ることまた，構成させる中で，「かける数」が１ずつ増えた時の積の変化に着目させ，



「乗数が 1 増えると，積は被乗数分だけ増える」という一般的な性質に気づかせてい

きたい。

本時では，５の段の九九の構成のしかたを生かして，２の段の九九の構成の仕方を考

えそこで活用される乗法の性質を理解していくのがねらいである。

５の段では，順に５ずつたしていったり，５とびに数えたりして，かけ算の答えを求

めてきた。この考えを生かし，課題解決の見通しでは，具体的な活動と式を対応させな

がら，「２×１」から「2×４」までの式と答えを確認していく。

自力解決では，「２×５」の式と答えの求め方をそれぞれの子供たちの考えを基に考

え させたい。学び合いでは，自力解決の結果を発表し合い，その中で気づいたことを

全体の場で話し合うことで答えが２ずつ増えていくことに気づかせ，５の段の九九と同

じであることに着目させたい。

なお，九九を唱えるときは，５の段のときと同じようにアレイ図を利用して，かけ算

の意味をおさえたり，２ずつ増えていく様子を具体的に理解できるようにしたい。

※ 本単元における具体的な手立て

３ 単元の目標

○ 乗法の意味について理解し，それを用いることができる。

三つの手立て 具体的な取り組み 
意欲を高める導入の

工夫

・日常の事象（遊園地の乗り物など）や学校

の中や教室の中で乗法の表せる場面を見つ 
けさせる活動を通して，かけ算への関心・

意欲を高めるようにする。

・具体物（乗り物の絵）半具体物（おはじき

き・アレイ図）を活用して，学習課題を把

握させる。

１

学習への意欲

と見通しをも

たせる導入の

工夫

既習事項の確認 ・前時までの学習が分かり，本時の学習の手

がかりとなる既習事項（1 つ分の数×いく

つ分）＝ぜんぶの数，前時までに作ったか

け算九九）を教室内の算数コーナーに掲示

し，課題解決に向けての見通しを持たせ

る。

学習形態の工夫 ・自分の考えを発表したり，友だちの考えの

よいところに気づかせたりするために全体

での学習形態をとる。２

学び合いを充

実させるため

の工夫

より良い考えを練り

上げていくための工

夫

・○の段の計算の結果を具体物，半具体物と

対応させながら，九九の構成のしかたを教

師と一緒に練り上げていく。

・３の段の九九の構成からは，「正しく，は

やく，かんたんに」の３つの視点を与えて

構成を考えさせていく。

３ ふりかえりの

工夫

自己評価の充実 ・４つの内容（自分のこと，友だちのこと，

難しかったこと，やってみたいこと）を提 
示しそれに関わる感想を発表させる。 



４ 評価規準

⑴ 第２学年「Ａ数と計算」の評価規準

⑵ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解

・乗法に関心をもち 
ものの個数をとら

えるときに進んで

乗法を用いようと

する。

・乗法九九が用いら

れる場合について

「１つ分の大きさ」

「いくつ分」をとら

えて全体の個数の

求め方について考

える。

・乗法が用いられる場

合を具体物や式で表 
すことができる。

乗法九九（５，２， 
３，４の段）を構成

し確実に唱えること

ができる。

・乗法が用いられる場

合を理解する。

・乗法九九（５，２， 
３，４の段）の構成

のしかたを理解する 

５ 指導計画 （指導時数：１９時間）

算数への関心・意

欲 ・ 態 度

数 学 的 な 考 え 方 数量や図形について

の 表 現 ・ 処 理

数量や図形についての

知 識 ・ 理 解

数と計算に親しみ

をもち，それにつ

いて様々な経験を

もとうとするとと

もに，知識や技能

などを進んで用い

ようとする。

実際にものの大きさや

順番を調べたり,大きさ

などを図や式に表した

りするなどの算数的活

動を通して，十進位取

り記数法による数の表

し方を工夫したり考え

たりする。

数を用いる能力を伸

ばすとともに，整数

の加法，減法，乗法

の計算が確実にでき,
それを用いることが

できる,

数についての感覚を豊

かにするとともに，整

数の意味と表し方，整

数の加法及び減法の計

算の仕方，乗法の計算

の意味について理解し

ている。

時 小単元 学習活動 評価規準

１

２

・絵を見て，それぞれの乗り物に 
乗っている子供の人数を調べる

・１台に同じ人数ずつ乗っている

ことから，「１つ分の大きさ」

と「いくつ分」をとらえる。

（関）ものの個数を数えるのに「あ

る大きさのいくつ分」ととらえ，

まとまりをつくりながら数えよう

としている。

（表）数量の関係を「単位とする大

きさ」の「いくつ分」ととらえる

ことができる。

３

４

・４×３＝１２の式の意味を理解

する。

・用語「かけ算」を知る。 
◆［やってみよう］身の回りのか

け算の式に表せる場面を見つけ

る。 

（表）具体的事象から乗法の場面を

「×」の記号を用いて式で表した

り，式を読んだりすることができ

る。 
（知）数量の関係を「単位とする大

きさ」の「いくつ分」ととらえ，

それを簡潔に表したものが乗法の

式であることを理解している。

５

①かけ算

・場面をとらえ，立式や答えの求

め方について考える。

・被乗数を乗数の数だけ累加して

求められることを理解する。

（表）乗法の答えを被乗数を乗数の

数だけ累加する方法で求めること

ができる。

６ ②５のだん

２のだんの

九九

・１そうの舟に５人ずつ乗ってい

るときの１～４そう分の人数を

求める。

・被乗数を乗数の数だけ累加して

求められることを理解する。

（知）５の段の九九の構成のしかた

を理解している。



７

８

・用語「九九」を知り，５の段の 
九九を唱え，カードを使って練

習をする。

・５の段の九九の答えは５ずつ増

えていることを確認する。

・５の段の九九を用いて問題を解 
決する。

（表）５の段の九九を確実に唱える

ことができ，それを適切に用いる

ことができる。

９

本

時

・１台の車に２人ずつ乗っている

ときの１～５台分の人数を求め

る。

・累加や２とびで２の段の九九を

構成する。

（考）５の段の九九と同じ考えを

用いて２の段の構成を考えてい

る。 
（知）２の段の九九の構成のしか

たを理解している。

10

11

・２の段の九九を唱え，カードな

どを使って練習をする。

（表）２の段の九九を確実に唱える

ことができ，それを適切に用いる

ことができる。

12 ・１台のコーヒーカップに３人ず 
つ乗っているときの１～４台分

の人数を求める。

・3×４のの答えにいくつたせば

３×５になるかを考える。

・３×５の積に３をたせば３×６ 
の積になることを活用して，３ 
の段の九九を構成する。

・用語「かけられる数」「かける

数を知る。 

（考）乗法について成り立つ性質を

用いて，九九の構成のしかたにつ

いて考えている。

13 
 

14 

・３の段の九九を唱え，カードな

どを使って練習をする。

・３の段の九九の答えは，乗数が

1 増えると３増えることを確認

する。

・３の段の九九を用いて問題を解 
く。 

（表）３の段の九九を確実に唱え 
ることができ，それを適切に用

いることができる。

15 ・1 台のジェットコースターに 4
4 人ずつ乗っているときの１～ 
5 台分の人数を求める。

・４の段では，かける数が１増え 
ると答えが４増えることを活用

して，４の段の九九を構成する

（考）乗法について成り立つ性質を

用いて，九九の構成のしかたにつ

いて考えている。

16 
 

17 

③３のだん

４のだんの

九九

・４の段の九九を唱え，カードな

どを使って練習をする。

・４の段の九九の答えは，乗数が

1 増えると４増えることを確認

する。

・４の段の九九を用いて，問題を

解決する。

（表）４の段の九九を確実に唱える

ことができ，それを適切に用いる

ことができる。

18 
19 

まとめ ・「たしかめをする」

・九九の表に 5，２，３，４の段の

答えを記入する。

（表）被乗数が 5，2，3，４の乗法

計算ができる。



６ 本時の指導

⑴ ねらい

○ ２の段の九九を構成するしかたを理解する。

⑵ 展開

段
階

学 習 活 動 教師の指導・支援 評 価
【手立ての評価】

つ
か
む

７
分

１ 問題を把握する。

（導入の工夫）

○ 既習事項をもとに，立

式する。

・しき ２人×５台 

２ 課題をつかむ。

・問題文を読み，分かって

いること，聞いているこ

とを確認し，絵を提示し

ながら，問題の意味を把

握させる。

・立式させ，課題につなげ

る。そのとき，かけ算の

言葉の式「１つ分の数」

×「いくつ分」を確認さ

せる。

【絵を提示したこと 
により 1 つ分の大 
きさが「２人」で 
それが「５台分」 
あることに着目す

ることができたか

また，問題の意味 
を把握するのに効

果的だったか。】

【既習事項（１つ分 
の数×いくつ分＝ 
ぜんぶの数）を算 
数コーナーに掲示

したことは立式す

る上で有効であっ

たか。】

見

通

す

10
分

３ 解決の見通しをもつ。

○ アレイ図を使って，場面を

把握し，自動車の台数が少

ない場面から順に，２×４ま

での全部の人数を求める。

・２人の１台分・・・２×１=２ ２

・２人の２台分・・・２×２=４ ２＋２

・２人の３台分・・・２×３=６ ２＋２＋２

・２人の４台分・・・２×４=８ ２＋２＋２＋２

・５の段と同じ考えで，

アレイ図を使いながら

考えさせる。

・「２×１」から「２×

４」までの式と答えを

確認させる。

・２とびに数えたり，累

加による方法で求めた

りすることができるよ

うにする。

（考）５の段の九九

と同じ考えを用い 
て，２の段の九九

の構成を考えるこ

とができる。

（プリント）

確

か

４ 自力解決する。

○ 2×５の式と答えの求め方

を考える。

・ おはじきで考える。

・ アレイ図を使って考える。

・ たしざんを使って考える。

・ 2 とびで考える。

・５の段と同じ考えを用い

て考えさせる。

・机間指導を行い，自力解

決の難しい児童には，立

式を確認し，ヒントカー

ドを与えて答えを求めさ

せる。

（知）２の段の九九

の構成のしかたを

理解することがで

きる。

（プリント，発言）

2 人ずつのった自どう車がふえていくときの人ずう

をもとめよう。

１だいに 2 人ずつのっているじ

どうしゃが，５だいあります。

じどうしゃにのっている人は，み

んなでなん人ですか。



⑶ 具体の評価規準と指導の手立て

観点 Ａ Ｂ Ｂに至らせるための手立て

数学的な

考え方 

・ ５の段の九九と

同 じ 考 え 方 を 用 い

て，前の段の九九の

答えに２をたして２

の段の構成を考える

ことができる。

・ ５の段の九九と同

じ考え方を用いて，

２の段の構成を考え

ることができる。

・ アレイ図やおはじきを

使って数える活動を通し

て，２の段の九九の構成

を考えさせる。

知識

理解

・ 乗法のきまりが分

かり，２の段の構成

のしかたを理解する

ことができる。

・ ２の段の構成のし

かたを理解すること

ができる。

・ アレイ図と式を対応さ

せながら，２の段の構成

のしかたを理解させる。

め

る

20
分

５ 学び合いをする。

○ 自力解決の結果を発表し，

全体での学び合いをする。

・ それぞれの考えを発表し合

い，答えを確認する。

・「2 人の５台分」で「2×５＝1０」

・2，４，6，８，10，・・・と，２とびで考え

た。

・2＋2＋2＋2＋2＝1０と計算した。

・２人の４台分が８人だから，２人たし

て 1０と分かった。

（2×４＝８）

（2×５＝１０ ８＋2＝１2）

６ 自力解決する。

○各自の考え方で，台数を６，

７，８，９と増やした時の人数

を求める。

・式と答えを確かめる。

・9 台分のときの人数の求め方

を発表する。

・自力解決の結果を代表児

童数名に発表させ，全体

で話し合いをさせる。

・発表者の説明が理解でき

たか，発表者の言葉をく

りかえしたり，発表者に

意見を求めたりしてい

く。 
・一人一人の考えのよさを

認め合うようにする。

・２ずつ増えていくことに

着目して答えを求めたこ

とも認め，いろいろな方

法で答えが求められるこ

とをおさえる。

・机間指導を行い，つまず

いている児童には，アレ

イ図を使って，●の数を 
数えるなどして答えをも

とられるようにする。

・アレイ図の●に対応する

ように式と答えを示しな

がら，２の段の九九を順

に書き加えていく。

【全体での学び合い 
は，いろいろな方

法で２の段の九九

の構成の仕方を理 
解するのに効果的

であったか】

（知）２の段の構成

のしかたを理解す

ることができる。

（プリント・発言）

ま
と
め
る
３
分

７ 学習のまとめをする。

○２の段の九九をまとめる

振
り
返
る

５
分

８ 本時の学習を振り返る。 

○感想を発表する。

・この授業でがんばった

こと，友達の考えを聞

いて分かったこと，難 
しかったことを提示し

感想を発表させる。

【４つの内容を提示

しての感想発表の

しかたは効果的で

あったか。】

1 つ分の大きさが２のかけざんの答えは，

２ずつふえていく。



７ 板書計画

1 台に２人ずつの 5 台分で 人

1 つ分の数 いくつ分 ぜんぶの数

しき 2 人×５台＝ 人

答え １０人

もんだい

1 台に 2 人ずつの

っている・・・

めあて

2 人ずつのった自どう

車の数がふえていくとき

の人ずうをもとめよう。

自動車の絵 

まとめ

１つ分の大きさが 2 のかけざん

の答えは，２ずつふえていく。

２のだんの九九

人 台 人

2×１＝２ 2
2×２＝４ 2＋2
2×３＝６ ２＋2＋２ 
2×４＝８ 2＋２＋２＋２

2×５＝10 2＋2＋２＋２＋２

2×６＝12 10＋２

2×７＝14 12＋２

2×８＝16 14＋２ 
2×９＝18 16＋２ 

2×５の式と答えの考

え方

アレイ図


